
　ひまわりパーク上牟田事業計画
　　　　　　　　施設長　日隈　富貴雄
　ひまわりパーク上牟田は、開所から七年目を迎え、生活介護・就労継続支援Ｂ型・就労継続支援Ａ型の三事業を展開しています。
生活介護は、落ち着ける環境作りを進め、個々の実態に合わせた支援を行い、生活の質の向上を目指していきます。
[bookmark: _GoBack]Ｂ型は、出来る仕事も増え、年々技能も向上してきました。それに伴い、納品量も一気に増加し、月の工賃も昨年の倍に上げることが出来ました。今年度も、利用者個々の自己達成感や自己存在感を高めながら、意欲的に仕事に取り組めるよう支援をしていきます。
Ａ型は、昨年と同じ仕事を継続することが出来ました。人数も増え、市営住宅の清掃や新しく生まれ変わる天神貴賓館周辺の仕事等、新規の仕事も入ってきました。安定した仕事を継続していくため、更に新しい仕事を模索し、活動内容を拡大していきます。
施設がある地域との交流も年々広がってきました。更に地域理解を深めるため、積極的に地域行事へ参加していきます。また、博多フレンドとの連携も広がり、合同作品展など文化的な行事参加も進めていきます。
余暇支援は、今後の生活の質の向上を目指し、活動範囲を広げる取り組みをさらに進めていきます。月一回のお楽しみ会も定着してきました。実施内容を工夫し、利用者の笑顔あふれるものにしていきます。
上牟田が抱える大きな課題は、利用者の高齢化です。利用者の平均年齢は五十歳に近づきました。当然保護者の年齢もかなり高くなってきました。昨年取ったアンケート（十年後の自分）では、利用者は保護者と一緒に住んでいる姿を考えていますが、保護者は違う姿を想定されており、両者に考えの差が出ていました。これまでも将来の生活に関して、いろんな場で話を進めてきましたが、グループホーム利用者とショートステイ利用者を合わせると、半数を超えるようになってきました。今後も、保護者と連携しながら、利用者の健康面への配慮や今後の生活を考えた支援を進めていきます。
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